
第2回定例会自民党代表質問

コロナ後遺症対策について 教育について

まちづくりについて防災について

不妊治療の支援について

産業振興について
災害時において、情報伝達を円滑

に行い、区民の安全を確保するため、
小中学校の体育館など、区内避難所
施設にWi-Fiを設置するよう要望しま
した。また、本区独自のスマートシティ
化の取り組みとして、コンピューター
上に本区の仮想都市空間を作り、災
害シミュレーションを行うなど、民間
企業の技術やデータを官民で共有し
て災害対策に活かし、人的被害を最
小限に抑えるよう提言しました。

渋谷駅中心地区の開発が進捗して
いく中、渋谷駅周辺でありながら、昔
の良い雰囲気と共に独特な街並みが
残っている百軒店や円山町エリアの
開発では、地域の意見を踏まえ、そ
の特色を
生かした
整備を推
進するよ
う要望し
ました。

本年4月から人工授精等の一般不
妊治療、体外受精、顕微授精などの
「生殖補助医療」について、保険適
用の対象となりましたが、不妊治療
は依然として高額です。不妊に悩む
夫婦へのさらなる
支援策として、区
からの経済的支援
を行うことを要望
し、自己負担など
を軽減するよう提
言しました。

神南小学校の建て替えについて、
建て替えロードマップに基づいて進
めると共に、児童の良好な教育環境
の向上とさらなる安全の確保のた
め、まちづくりと一体的に進めること
が望ましいと提言しました。

※Bコープ認証：環境や社会に対する透明性や説明責
　任などにおいて高い基準を満たした企業に与えられ
　る国際認証。日本版の検討が政府で始まりました。

新型コロナウイルスの感染後、コ
ロナ後遺症が長引くことにより、今ま
で通りに働くことが出来ない方や、
学業に支障をきたす方の対応とし
て、区民が安心して相談でき、適切
な検査や治療を受けられる体制を
構築するよ
う要望しま
した。

本区所在の企業が、公共の利益に
貢献する企業として評価され国際認
証（Bコープ認証）を取得すること
で、その便益を区民
に還元することが
できるよう区が
支援すべきと
提言しました。




